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１ 会議名   令和４年 第８回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和４年７月 27 日（水）午前 10 時 00 分～午前 10 時 50 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、渡邉 博明 

５ 欠席委員  竹田 千恵 

６ 会議出席者 

教育次長   ： 丸川 浩 

由宇支所長  ： 藤中 公子  周東支所次長  ： 髙岡 雄三 

錦支所長   ： 下村 豊   美和支所長  ： 亀弘 典久 

教育政策課長 ： 仁田 誠彦   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 林 隆之  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵   

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

文化財保護課長 岩国徴古館長兼務 ： 若林 久夫 

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 岸井 清市 

中央図書館長 ： 山本 圭子  科学センター館長 ： 弘中 勝 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、渡部 多津哉 

８ 会議録署名委員  村尾 利勝、渡邉 博明 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第 10 号  所管事項について 

  日程第３ 議案第 37 号 令和３年度教育委員会の点検及び評価について 

  日程第４ 議案第 38 号 令和４年度前期岩国市児童生徒善行表彰について 

会議の大要 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

・ただいまから令和４年第８回岩国市教育委員会会議を開会します。 

はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。 

本日の会議録署名委員は、村尾委員と渡邉委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第 10 号 所管事項について」、日程第３

「議案第 37 号 令和３年度教育委員会の点検及び評価について」、日程

第４「議案第 38号 令和４年度前期岩国市児童生徒善行表彰について」、

以上でございます。それでは、日程第２「報告第 10 号 所管事項につ

いて」を議題といたします。これにつきましては、協議会形式で進めた

いと思います。各担当部署から先に配布しております行事予定表につい

て、補足又は所管事項に関する懸案等がありましたら説明をお願いしま

す。 

・中央公民館では、８月７日に「童謡や唱歌を歌って心とからだを元気

に！」という行事を開催いたします。コロナ禍の状況下ではございます

が、どうか皆様に来ていただいて心に安らぎを求めていただければと思
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教育政策課長 

 

 

 

教育長 
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学校教育課長 

 

 

 

 

村尾委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

村尾委員 

 

 

 

 

 

 

 

青少年課長 

 

 

います。公民館や生涯学習課にまだ整理券がございますので、お誘い合

せの上、御来場いただけたらと思っております。 

・「ＰＬＡＴ ＡＢＣ」につきましては、６月のイベントが 13 件、参加者

が 186 人となっておりますが、その他イベント以外でセンターにお越し

いただいた方は 1900 人ほどで、イベントを含めた一日当たりの利用者

は約 80 名です。 

・全体を通して、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・学校教育課にお尋ねします。新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、

集団感染も起きてます。また、気温も 30℃を超えて条件も悪くなってき

ています。そうなると、一番危惧されるのが炎天下での熱中症ですが、

その対策について教育委員会からの指示はありますか。 

・これまでも、熱中症対策とマスクの併用につきましては、県教委からも

通知が来ておりますので、それを基に各学校には周知をしております。

特に活動中はマスクを外し、更衣室など密集するような場所では適宜マ

スクを使いながら感染症対策をしていただくよう、学校には通知を出し

ております。 

・兼ね合いが難しいと思います。プロ野球でもロッカーが近くてマスクを

外すと集団感染になるということで、かなりの人数の選手が感染してい

ますので、感染症と熱中症対策については今以上の配慮が必要になって

くると思います。熱中症については種目によっても違いますが、30 分に

１回休憩をとって水分補給をするなど、そのようなことも含めて今一度

徹底した指示が必要になってくると思います。今のところ集団感染と熱

中症についてはまだ報告がないと思いますが、どちらについても重症化

すると命に関わる問題ですから、安全管理の面から考えて十分な配慮を

お願いします。 

・ちなみに、７月 29 日の金曜日に全県的に県教委から 30 分程度、部活動

の在り方についての研修が開催されますので、できるだけ多くの教職員

に参加するよう通知をしております。 

・よろしくお願いします。 

・もう一点、青少年課にお尋ねします。毎年、夏休み明けに不登校の子供

が増えてきます。支援教室でアウトリーチの指導をかなり行ってます

が、各学校でも不登校気味の児童生徒については、ピックアップして個

別の指導も含めて連絡体制をとっておられると思います。今一番心配さ

れるのは、そうやって不登校の子が増えてくると、以前もありましたが

支援教室の数が不足して指導が難しくなります。今の状況についてはど

うですか。 

・各学校は長期休業に入りましたが、不登校や不登校傾向にある児童生徒

に関しては、必ず学校から電話や家庭訪問で連絡をしっかりしていただ

いてつないでいただくことと、心の支援員が配置されている学校におい
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村尾委員 
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村尾委員 
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周東支所次長 

廣田委員 

周東支所次長 

廣田委員 

教育次長 

 

 

 

廣田委員 

 

 

 

 

 

ては、上手く活用してアウトリーチでの家庭訪問を徹底していただくよ

うに周知しております。 

・指導を強化するという意味でも、御指導をよろしくお願いします。 

・現在、夏休みに入っていますが、中央教室に大体４、５名の生徒が通っ

て来ており、学習や卓球などをして楽しそうに生活しております。 

・夏休みでも通えるんですね。 

・お盆休み以外はどうぞ来てくださいと伝えてありますので、毎日終日い

る生徒もおりますし、午後から通室してくる生徒もおります。 

・夏休みのキャンプなど今は中止になっていますから、横のつながりやコ

ミュニケーション等を充実させるには良い取組ではないかと思います。 

・昨日、広島交響楽団を招いた「豊かな心をはぐくむ音楽教室」が、シン

フォニア岩国で行われました。コロナ対応で２回に分けて開催しました

が、ウィーンの指揮者を招いて、とても質の高い演奏会が行われました。

主催は文化スポーツ課でしたが、教育政策課、学校教育課、生涯学習課、

教育センターからも職員を派遣していただいて、子供たちのためにスム

ーズな運営ができました。教育長の挨拶にもあったように、市歌の合唱

がメインでしたが、コロナの関係で急遽合唱を中止してオーケストラ版

の市歌の演奏を聴くことになりました。また新しい見方ができたのでは

ないかと思います。コロナ禍で子供たちがだんだん閉塞的になっていま

すが、こうした機会も充実していけたらと思います。 

・英語に親しもうという講座を「ＰＬＡＴ ＡＢＣ」でやっておりますが、

周東支所でも「親子一緒に英語で遊ぼう」という講座があり、ほかの支

所でも今までたくさんあったと思います。この講師については地域で選

定しているのですか。あるいは教育政策課と連携して国際交流支援員等

を活用しているのですか。実態をお聞かせください。 

・すみません、詳しいことは分からないのですが。 

・講師は近隣に住んでいる方ですか。 

・はい。 

・他の支所でもそういう企画があったと思いますがいかがですか。 

・「ＰＬＡＴ ＡＢＣ」は運営をＤＭＭに委託して最近始めた事業なので、

支所管内で元々行われていた事業と連携するにはまだ至っておりませ

ん。個別でやっていますが、今後はそういった展開も考えていけるので

はないかと思います。 

・地域の人材も大事にしながら、いろんな講師を招いて連携をしていって

ください。 

・村尾委員とのお話の中で、心の支援員とアウトリーチの方と協力しなが

らやっているとのことで大変嬉しく思いましたし、感謝をしたいと思い

ます。行政側で雇用形態が違っても、子供たちにとっては社会に引き出

すとても大事な機会になりますので、継続してよろしくお願いします。 
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各委員 

教育長 

 

・先般、例の岩国海洋環境試験評価サテライトでイベントがあるとお聞き

していましたが、そのイベントの進捗状況を聞くと、昨日ニュースで海

洋サテライトと九州工業大学が連携して水中工作ロボットの作成に取

り組むという話を聞きました。できればその中に小・中学生が絡める何

かを組み込んで、小・中・高・大学生が連携できるような取組があれば

いいなと思います。 

・夏のイベントは市長部局が主催で、広報やホームページで参加募集をし

ています。応募状況については確認できておりません。 

・内容もまだ分かりませんか。 

・チラシを見たのですが、コンテストなど４種類ほどありました。 

・プログラミング教室やロボットワーク、グライダー教室などがあり、小

学生と中学生、高専のレベルに内容を分けて実施すると聞いておりま

す。 

・もう一つの九州工業大学との連携は私もニュースを見ました。その辺り

も連携が可能なら手探りしながら考えてみたいと思います。 

・夏休みの各イベントについて、中央公民館で夏休み子どもチャレンジク

ラブの大島商船高専公開講座「練習船に乗って『ポンポン船』を作ろ

う！」というのがあります。こういった体験学習は夏休みの子供にとっ

て有意義なものであると思います。これは大島商船が公開講座をすると

いうことで、各市町に依頼する形で募集しているのですか。 

・この事業は毎年継続して行われています。広く学生を募集されている学

校ですので、岩国地域から通学している学生もかなりいらっしゃり、大

島商船の方からオープンカレッジとして、自分たちの学校を知っていた

だき、大島商船の方でも自分の学校を知っていただけるメリットもござ

いますので、向こうからの御提案であると聞いております。 

・広く岩国市の小学生を対象に中央公民館で募っているということです

ね。 

・はい。 

・分かりました。船に乗ることは滅多にないことで、非常に貴重な体験で

あると思いますので、多くの子供たちに参加してもらいたいです。良い

企画ではないかと思います。 

・別にないようでしたら、以上で報告第 10 号を終わります。 

・次に、日程第３「議案第 37 号 令和３年度教育委員会の点検及び評価

について」を議題といたします。なお、これ以降の日程については、公

表までの間、議事については非公開としたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、日程第３以降は、非公開といたします。 

・それでは非公開として議事を進めて参りますので、関係者以外の方は退
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出をお願いします。 

 

＜傍聴人退席＞ 

 

・それでは教育政策課から説明をお願いします。 

・令和３年度教育委員会の点検及び評価について説明いたします。 

・地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定により、「教育

委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について 

点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に

提出するとともに、公表しなければならない」こととされております。

本日の資料は、その報告書となります。 

・まず、１ページから６ページですが、第１章として、教育委員会会議の

開催状況と教育委員の活動実績をまとめております。７ページの第２章

では「点検・評価の実施」について記載しておりますが、３点目の「意

見聴取」にも記載があるように、同法第 26 条第２項で「点検及び評価

を行うに当たっては、学識経験を有する者の知見の活用を図るもの」と

定められております。これに基づき、７月８日に岩国市民文化会館第一

研修室において、意見聴取会を行いました。学識経験者として、「ＰＴ

Ａ連合会会長」「大学教授」「社会教育委員」「地域学校協働活動推進員」

の４名の方から御意見を頂いております。 

・７ページから９ページの第３章には、点検・評価の実施方法とフロー図

を示しております。７ページの「１ 点検・評価シートの構成」のうち、

⑷の点検・評価の各評価項目の判断基準と総合評価の内訳については、

この度見直しを行っております。 

各事業の「達成度」、「有効性・必要性」及び「効率性」を、新たな基準

に沿って、それぞれ１点から４点で評価し、合計点数に応じて総合評価

を付けています。事業評価一覧は 10 ページにありますので、各事業名

と総合評価について、御確認をお願いします。 

・次に、意見聴取会の中で委員からいただきました御意見の主なものを発

言順に紹介させていただきます。 

まず、13 ページの「国際化に対応する教育の充実」について、岩国市英

語交流センター「ＰＬＡＴ ＡＢＣ」について、「先日訪問した時に、外

国人と日本人の若い方が雑談されており、活用されていると感じた」と

の御意見に対し、「６月末までの利用者数のうち約 6,000 人は愛称のよ

うに“ぷらっと”来た方である。引き続き気軽に英語に触れて楽しめる

施設としていきたい」と回答いたしました。 

次に、14 ページの「小中一貫教育の推進」について、「岩国市はコミュ

ニティ・スクールや地域協育ネットを基盤とした小中一貫教育のシステ

ムが整っており、市教委と各中学校区もよく連携できている。各中学校
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教育長 

村尾委員 

区の課題が何か、今一度校長に認識いただき、教職員、保護者、地域を

巻き込んで取組んでほしい」との御意見をいただきました。 

次に、17 ページの「教育支援教室における効果的な指導や運営の推進事

業」について、「子供たちの自立のためにも、抜本的、総合的に不登校

対策を市教委の施策として出していく必要がある」との御意見に対し、

「今年度は、心の支援員もこれまでの個人対応でなく学校配置に変えた

ことで、柔軟な対応ができるよう仕組みを変えた」と回答いたしました。 

次に、19 ページ「家庭教育支援関連事業」について、「乳幼児学級に参

加した際、参加者の母親は孤独な子育てをしていると感じた。こうした

子育て支援のイベントを楽しみにされている方が多い」との御意見に対

し、「公民館でも子育て世代の母親向けの講座等行っている。生涯学習

課の講座とも連携させながら、より効果のある事業を行いたい」と回答

いたしました。 

・次に、20 ページ「天然記念物『岩国のシロヘビ』の次世代への継承」に

関連し、「10 年前の市のホームページでは文化財の写真と説明がセット

で載っていた。電子化は文化財活用の上で大変重要である」との御意見

に対し、御指摘を踏まえ、今後の事業展開を考えていきたいと回答いた

しました。 

次に、23 ページ「子供の読書活動推進事業」について、「子供が本を読

まないのは家庭で親が読まないためと言われているので、大人がもっと

利用できるようにしてほしい。また、高校生が企画したコーナーは良か

った」との御意見に対し、「市内高校の図書委員に本の選定、配架をし

てもらい好評だったため、今後も続けていく」と回答いたしました。 

次に、26 ページ「青少年のための科学の祭典開催事業」について、「参

加される市内外の高校や大学とは具体的にどこか。中学校にも声掛けは

しないのか」との御質問に対し、「夏の由宇会場では岩国高校、岩国工

業、広島の安田女子中学高校が出展。秋は山口大学がブース出展を予定。

中学校は灘と由宇にボランティアをお願いしており、夏に参加予定であ

る」と回答いたしました。 

また全体の評価について、全て「Ｂ」評価にしておりましたが、「もっ

とＡ評価があって良い。コロナ禍で事業の実施が困難であっても、どれ

だけ工夫して事業を実施しているかで評価するべき」との御意見をいた

だき、費用対効果のある事業は評価を上げる等、再度点数や評価の見直

しを行っております。主な意見は以上です。 

・なお、この報告書に関しましては、本日御承認いただいた上で、その内

容を９月議会定例会に報告させていただきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・点検評価について、費用対効果の問題も含めて、実施した事業がきちん



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育次長 

 

村尾委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年課長 

 

 

村尾委員 

 

廣田委員 

 

 

 

 

とできているかどうかが趣旨だと思います。例えば、全部Ｂ評価ではい

けない、優れたものにはＡ評価も付けてほしいとのことでしたが、「青

少年問題に係る関係機関・団体との連携強化事業」は令和３年度は予算

計上されていません。Ｃ評価が付いていますが、これは主に事業費とし

ては補導関係の費用だと思います。最近は子供たちの行動が安定化して

いて、反社会的な行動はほとんど見受けられません。各学校においても

落ち着いています。駅前やスーパーで徘徊したりして補導される子供は

ほとんどいなくなりました。そういった面からも各学校と関係機関の連

携は非常にスムーズにできていると思います。ですからこれはＣ評価に

はならないと思うのですが、いかがでしょうか。 

・これは達成度の部分で、令和２年度は全く補導活動ができていなかった

ので、点数が１点でした。令和３年度も補導活動ができていませんが、

それに向けて補導員の研修をし、またしっかり他機関と連携をとったと

いう点で、令和２年度に比べて点数を１点加えています。しかし、実際

の補導活動ができていないことに間違いはないので、この点数です。今

年度は、補導活動を再開していますので評価は変わると思いますが、令

和３年度までは補導活動が中止になっていた状況を考えて、そこの点数

は２点にしています。なので合計するとＣ評価になります。 

・補足ですが、評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅまであり、Ｃ評価は「おおむね

良い」になります。 

・それは分かっていますが、Ｂ評価が安定した評価になりますので。今は

補導活動ができていないにしても、反社会的行動や生徒の落ち着きなど

を総合的に考えると、いつを基準にしたら良いかわかりませんが、10

年前に比べると非常に良くなっていると認識しているので、今後は「今

までやっているから補導活動をしたほうが良いのではないか」という考

え方より、補導活動がなくても生徒の安定した行動について評価するべ

きではないかと思います。課長は指導主事だった時代と現在を比べて、

いじめや不登校の件数は増えているかもしれませんが、問題行動につい

てはどうですか。 

・問題行動につきましては、私が指導主事や教育現場にいた時と比べて随

分減っており、各学校にしっかり対応していただいていていると実感

し、地域の力を感じております。随分改善されております。 

・それが学校の力であり、地域の力であろうと思います。そういったとこ

ろを加味して、評価が２点で良いのでしょうか。 

・最初に教育政策課から説明があったように、評価の視点と評価基準のポ

イントが数年前に比べて具体的になり、改善されて良かったと思いま

す。村尾委員との発言と関連するのですが、11 点～12 点がＡ評価、９

点～10 点がＢ評価といった評価の点数に幅があるのは、役所の基準なの

ですか。学校も評価していますが、それとは違うというのは数年前にも
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廣田委員 

 

教育次長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

各委員 

教育長 

 

 

青少年課長 

 

言われたことがあります。村尾委員が言われたのは、例えばＢ評価の「良

い」が９～10 点で、Ｃ評価の「おおむね良い」が７～８点で、８点と９

点が１点の差なのでこの辺の捉え方だと思います。教育センターについ

ては今御意見があったようにコロナ禍で補導ができなかったというの

はあくまでコロナのせいなので、その代わり補導員の研修を進め、関連

する団体と連携を取り合っているので十分ではないかと思います。Ｃ評

価よりは９点のＢ評価で十分ではないかと思います。Ｃ評価は「悪い」

ではなく「おおむね良い」ですが、他と比べてみると、心象的には９点

でＢ評価のほうが良いのではないかと思います。１点の差ですから。 

・お二人が言われたようにＢ評価で良いと思います。昨日、岩国警察署の

少年サポートセンターから令和３年度の非行少年等の実績報告があっ

たのですが、過去最少の人数でした。夜間徘徊や喫煙といった事例が一

番少なかった年度が令和３年度だったので、確かに補導活動はできなか

ったかもしれませんが、今まで活動されてきた結果が令和３年度に反映

されているのではないかと思います。コロナの状況もあるかもしれませ

んが、最小人数だったのはＢ評価に足りるのではないかと思います。 

・いろんな連携はとっておりますので、今の御意見を踏まえながらやって

いきます。 

・総合評価のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅというのは役所のほかの部署の算定がこ

うなっているからですか。何か大きな動かせない基準があるのですか。

総合評価のＡにしても 11～12 点と幅がありますので、皆さん評価を付

けるのを迷われるのではないかと思うのですが。 

・これは教育委員会だけのオリジナルです。 

・評価を付けづらければ改良の余地がありますし、問題なければこれで良

いのですが、今のような問題が生じますので。 

・令和２年度までは 10 点満点でＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階評価でした

ので、令和２年度のＢ評価は、今回のＣ評価と同じ扱いです。点数は上

がってますが、評価としては一緒です。今回は変えていますが、評価を

毎年変えると前年との比較が難しくなるので、状況を見ながら分かりに

くければ評価方法について検討したいと思います。さすがに毎年は変え

られませんが。 

・別にないようでしたら議案第 37 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 37 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第４「議案第 38 号 令和４年度前期岩国市児童生徒善行表彰に

ついて」を議題といたします。青少年課から説明をお願いします。 

・「議案第 38 号 令和４年度前期岩国市児童生徒善行表彰について」御説

明いたします。岩国市児童生徒善行表彰につきましては、９月及び２月
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青少年課長 

村尾委員 

に実施していますが、本年７月 11 日の「岩国市児童生徒善行表彰審査

会」において慎重に審査をした結果、資料に記載した３人の児童生徒が

行った善行について、教育委員会表彰に該当すると認められるものとし

て提案するものです。まず１人目は、平成 24 年６月から令和４年の６

月まで長年にわたり、「花いっぱい運動グループ」に設立当初から自主

的に参加し、御庄地区における世代を超えた地域の輪づくりの推進に寄

与してきました。続いて２人目は、令和４年３月 21 日午後５時頃に自

転車に乗って帰宅していた際、竹藪のそばで高齢者がうつ伏せで倒れて

いるのを発見し、自宅まで送り届けました。人命救助での推薦です。最

後に３人目は、令和４年３月 23 日の午前７時 40 分頃、登校中に麻里布

小学校３年生の児童が川に落下しており、その児童を市道に押し上げ、

児童に怪我がないことを確認して登校しました。川に落ちた児童は帰宅

しました。人命救助での推薦です。御審議のほど、よろしくお願いいた

します。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・素晴らしいです。 

・環境美化については、このような表彰が少なくなっています。学校の授

業の管理下外で自主的にグループで学校周辺の清掃活動をするとか、地

域の清掃活動をするとか、以前は多くありました。１人目の方は平成 24

年から令和４年まで、小学生の時から地域のボランティア活動をしてい

るということで、岩国市のボランティアの鑑みたいな人です。このよう

な生徒は、発掘すればまだいるのではないかと思います。最初は人の真

似で良いんです。そうしてボランティアが楽しくなって、このような活

動に従事する輪を広げていくための表彰ではないかと思います。学校も

そういった面で工夫しながら、良い活動をする子供を褒めてあげたり、

輪を広げたりしなければ、世知辛い世の中になってくるのではないかと

思います。子供のうちからそういったことを褒めてあげるのは大切なこ

とです。人命救助については人の命に関わることですから、率先してや

ってくれるのは有難いことです。滅多にこのような機会に出会うことは

ないですが、出会ったときには褒めてあげて、人の命に関わることにつ

いては全身全霊で助けるのは良いことだと思います。 

もう少し善行をした子供たちをここに書き切れないくらいの人数で出

してほしいです。 

・学校にも校長にもしっかり表彰の候補者を出していただくよう周知して

いきます。 

・最初は義務的でも徐々に自主的に変わってくるので、継続して半年以上

という規定があるんですよね。 

・はい。 

・そういったことも踏まえて、輪を広げていくよう御指導いただければと
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教育長 

 

各委員 

教育長 

 

 

教育政策課長 

 

 

教育長 

思います。 

・別にないようでしたら議案第 38 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 38 号は原案のとおり決します。 

・本日の議題は以上でございます。それでは、次回の教育委員会会議の日

程について、事務局からお願いします。 

・次回の定例会は令和４年８月 18 日木曜日、岩国市民文化会館第一研修

室にて 14 時から所属長会議を、14 時 30 分から教育委員会会議を開催い

たします。 

・これをもちまして、令和４年第８回岩国市教育委員会会議を終了します。  
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